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承認番号 21900BZX00514000

機械器具 06 呼吸補助器

救急蘇生マスク　　JMDN コード 36066000

アンブ レスキューマスク
管理医療機器

C0133

 ＊＊ 2018年8月（第10版　新記載要領に基づく改訂）

 ＊ 2016年9月（第9版）

 ＊ 【使用方法等】

		  このマスクは顔をシールし、口と鼻からの同時換気を可能

にします。このマスクを使用する前に、マスク換気とCPR
（心肺蘇生訓練）についてのトレーニングを受けておい

てください。アンブ社製心肺蘇生訓練モデル「アンブマ

ン」を使って、このトレーニングを受けておかれることをお

勧めします。

   このマスクにはフィルタと一方向弁が付いたワンウェイ

バルブが付いており、救助をする方と受ける方の唇が直

接的に触れることがなく、交差感染を防止します。

  
  1.患者さんへの使用

	＊＊	① 使用前に破損・劣化などのないことを確認してください。

 ＊＊ ② ケースからマスク（ワンウェイバルブ付き）を取り出してくだ

さい。指で柔らかいドーム部を押し出してください。一方

向弁が正しく取付けられていることを確認してください。

 ＊＊ ③ 保護用の手袋をはめてください（入手可能時）。

 ＊＊ ④ 気道から異物を取り除いてください。

 ＊＊ ⑤ 患者さんの口と鼻をマスクで覆ってください。マスクの

端を下唇の縁に当て、マスクを当てた状態でも口が塞

がっていないようにしてください。ヘッドバンドを患者さ

んの頭に掛け、親指と人差指を使ってマスクをホール

ドし、他の指で下顎（耳たぶの前）を持ってください。

上方向に引っ張り、気道を開き、マスクから漏れのな

いようにしてください。

 ＊＊ ⑥ ワンウェイバルブから患者さんに2回、息を吹き込み、

患者さんの胸の動きを観察してください。患者さんの

胸が動かない場合、換気がうまく行くまで、首と顎の

位置を変えてください。

 ＊＊ ⑦ 大人の場合は5秒毎に、小児・幼児の場合は3秒毎

に換気をしてください。患者さんが充分な呼吸を再開

するまで、あるいは、より高度な治療が行われるまで、

換気を続けてください。

   注 ：患者さんが嘔吐した場合、このマスクをはずし、

気道とマスクをクリーニングしてください。この際、手袋

等で感染防御をしてください。マウスピースや皮膚な

どが汚染された場合、直ちに汚染された部位や場所

をアルコールで拭いてください。すぐに、救命救急の

ため換気を再開してください。

 	【形状・構造及び原理等】

		 1.構成

		 マスク（注）、添付文書

  注：ソフトケース付、ハードケース付、ケースなしの3タイ

プがあります。

  
  2.寸法及び重量

	  110（幅）×135（高）×45（奥）mm、117g

  
  3.原理

		 マスクが顔に密着し、ワンウェイバルブからエアーを吹き

込むことによって、マスクからエアーが患者さんに送られ

ます。肺からのガスは、マスクについている一方向弁に

よって、エアーを吹き込んだ口やフィルタ側には流れず、

一方向弁の周囲から外気に流れます。

  
 ＊ 【使用目的又は効果】

 ＊ 救急蘇生マスク、人工呼吸器用マスク、空気・酸素マスク

の定義から逸脱しない使用目的又は効果の範囲で使用さ

れる器具です。

   具体的には、心肺蘇生（CPR）時に患者さんに酸素を投

与するため、口と鼻に設置する柔軟な円錐状の器具をいい

ます。マウス・ツー・マスク蘇生法の代替とすることを目的

としているため、交差感染を防ぐことができます。CPR訓練

時に人体模型にも用います。一方向弁又はその他のコン

ポーネントを備えるものもあります。

ソフトケース付き

ワンウェイバルブ

（フィルター ・ 一方向弁付） 酸素供給口

マスク ヘッドバンド

＊

		  【禁忌・禁止】

	 	 ＜使用方法＞

	 ＊	 ◆	ワンウェイバルブは再使用禁止。

再使用禁止（ワンウェイバルブ）＊＊
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  2.小児・幼児への使用

		  小児・幼児に使用する場合、マスクを反転させることで、

顔へのフィット性が良くなることがあります。マスクの鼻側

部分（細くなっている側）を小児・幼児の顎側に置いて

ください。「1.患者さんへの使用」に書かれている方法で 
3秒毎に換気してください。

  
  3.酸素投与（オプション）

		  マスクを使って酸素を追加投与できます。酸素チューブを

酸素供給口に取付け、酸素流量を設定してください。患

者さんが自発呼吸をしている場合、ヘッドストラップを使っ

て、マスクを患者さんに固定してください。患者さんが自

発呼吸していない場合、マウス・ツー・マスク換気を直ち

に始めてください。マスクに酸素を追加することによって、

患者さんに送られるガス中の酸素濃度を上昇させることが

できます。救助者へは酸素による影響はありません。

  
		  4.他の人工呼吸器との併用

		  このマスクは蘇生バッグと併用できます。併用時はレス

キューマスクからワンウェイバルブをはずしてから、蘇生

バッグに取付けてください。

  
  【使用上の注意】

＊＊ ＜重要な基本的注意＞

	＊＊	◆ 換気が正しく行われていることを胸部の動きから目視

確認してください［換気不全により患者さんに障害を

及ぼす可能性があるため］。

  
 ＊ 【保管方法及び有効期間等】

	＊＊	保管中は水のかかる場所、高温多湿な場所、直射日光

の当たる場所、埃の多い場所、ガスを発生する恐れのあ

る化学薬品の保管場所、空気中に塩分・イオウ分など本

品に有害な成分を含んでいると思われる場所、本品に悪

影響を生ずる恐れのある場所を避けてください。

 ＊＊ ＜保管条件＞

	＊＊	保管温度： -45～+71℃
 ＊＊ 保管湿度：10～100％（非結露）

  
  【保守・点検に係る事項】

		  1.使用者による保守点検事項

		  ＜クリーニング・消毒＞

		  クリーニング及び再使用できます。

  ① 洗剤入り温水でマスクを洗い、清潔な水でリンスして

（濯いで）ください。

  ② 漂白剤と清潔な水を1:64の割合で希釈し、希釈した

液にマスクを10分間浸してください。

  ③ 新しい清潔な水で再度、リンスし、完全に乾燥させてく

ださい。

  ④ グルタルアルデヒド系薬剤で消毒できます。

  ⑤ ワンウェイバルブはディスポーザブルです。一人の患

者さんに使用したら、破棄してください。

  ⑥ パスツール殺菌、煮沸、ガス滅菌、オートクレーブは

できません。

  
 ＊ 【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】

		  製造販売業者の名称：アイ・エム・アイ株式会社

  製造業者名（国名）：Ambu A/S（アンブ社）（デンマーク）


